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Close-up

1991
平成３年

1992
平成４年

1993
平成５年

1994
平成６年

1995
平成７年

1996
平成８年

1997
平成９年

1998
平成10年

1999
平成11年

2000
平成12年

1989
平成元年

1990
平成２年

■健康保険法、年金制度改正
■プレイステーションが大流行
■日本人女性が初の宇宙飛行
●すったもんだがありました、イチロー
（効果）、同情するならカネをくれ

■阪神・淡路大震災
■地下鉄サリン事件が発生
■PHS 発売開始
●無党派、NOMO、がんばろうKOBE

■厚生年金保険法改正、薬事法改正
■たまごっち、ポケモンが大ヒット
■病原性大腸菌「Ｏ157 」による
食中毒が全国各地で発生

●自分で自分をほめたい、友愛 /
排除の論理、メークドラマ

■臓器移植法が成立
■消費税が 5％に
■岡山自動車道が全線開通
●失楽園（する）

■長野オリンピック開催
■サッカーW杯に日本が初出場
■映画「タイタニック」ブーム
●ハマの大魔神、凡人・軍人・変
人、だっちゅーの

■初の脳死判定による臓器移植実施
■瀬戸内しまなみ海道開通
■ルノーと日産が資本提携発表
■だんご 3兄弟が大ヒット
●ブッチホン、リベンジ、雑草魂

■介護保険制度施行
■シドニーオリンピック
■2000 円札発行
■BSデジタル放送開始
●おっはー、IT 革命

■昭和天皇崩御、昭和から平成に
■消費税導入
■ゲームボーイが流行

世間のできごと 当院のできごと

■イラクによるクウェート侵攻
■「おどるポンポコリン」が大ヒット
■スーパーファミコンが大ヒット

■精神保健法改正
■チボリ公園倉紡倉敷工場跡地に決定
■サッカーJリーグが開幕
●Ｊリーグ

■老人保健法の成立
■バブル経済の崩壊
■人類が初めて100ｍ走で10 秒
　を切る
●「…じゃあ～りませんか」

■倉敷市の渇水対策としての給水時間の短縮に伴う節水対策強化。
1 日 16 時間の断水に対し、100 トンの水を貯めることのできる
ビニールの貯水池をつくる

■本院初の生体腎移植を実施　■倉敷中央訪問看護ステーションオープン
■カテーテルアブレーション開始　■阪神大震災の被災地に医療スタッフを派遣

■病院機能評価を初受審、認定へ
■岡山県災害拠点病院に指定
■新生児搬送用ドクターカーの導入
■ボランティア活動の開始
■提案箱の設置

■2000 年問題への対応
■倉敷中央天寿会と共同で倉敷中央ケアセンターを開設
■イオン倉敷ショッピン
グセンター内にイオン
倉敷クリニックを開設

■第二種感染症指定医療
機関（10 床）の指定を
受ける

■内科を専門内科（消化器、呼吸器、糖尿病、
腎臓、血液、内分泌代謝、リウマチ）に分科

■岡山県初の総合周産期母子医療センターに指定
■救急医療センター・手術センター・ICU
増改築工事完成

■体外衝撃波結石破砕装置を導入
■総合案内の業務開始

■高気圧酸素治療装置を導入
■患者サービスの向上を目的とした新しい
「信頼にこたえる病院づくり運動」を開始

■MRI の導入
■院内学級正式スタート
■腹腔鏡下胆嚢摘出術
始まる

■健康保険法改正
■育児休業法が施行
■MDが発売
●「うれしいような、かなしいような」
　「はだかのおつきあい」

平成スタート！

■パソコン端末設置研修
■一般ボランティア導入講習会
■赤ちゃん同窓会アンシャンテ第１回開催
■創立75周年記念式典の開催
■院章の制定

■臓器提供施設に指定
■ゲッチンゲン医学古典文庫の収蔵

■院内保育施設開設　■体外受精治療開始　■骨髄移植開始
■特定承認保険医療機関、高度先進医療機関の承認

MRI の導入

体外衝撃波結石破砕装置を導入

総合案内の業務開始

院内学級正式スタート

一般ボランティア導入講習会院章の制定

病院機能評価を初受審、認定へ

外来会計自動支払機の導入

■外来会計自動支払機の導入
■ヘリポート初受入
■外来腹膜透析の開始

ヘリポート初受入

※●は新語・流行語大賞の年間大賞

倉敷中央天寿会と共同で
倉敷中央ケアセンターを開設

総合周産期母子医療センター

2000 年問題への対応

■第 2棟竣工
■看護学校創立70周年式典
■国内 5例目の激症心筋炎治療成功

「平成倉敷中央病院史」「平成倉敷中央病院史」「平成倉敷中央病院史」「平成倉敷中央病院史」「平成倉敷中央病院史」「平成倉敷中央病院史」「平成倉敷中央病院史」「平成倉敷中央病院史」「平成倉敷中央病院史」「平成倉敷中央病院史」「平成倉敷中央病院史」「平成倉敷中央病院史」「平成倉敷中央病院史」「平成倉敷中央病院史」「平成倉敷中央病院史」「平成倉敷中央病院史」「平成倉敷中央病院史」「平成倉敷中央病院史」「平成倉敷中央病院史」「平成倉敷中央病院史」「平成倉敷中央病院史」「平成倉敷中央病院史」「平成倉敷中央病院史」「平成倉敷中央病院史」「平成倉敷中央病院史」「平成倉敷中央病院史」「平成倉敷中央病院史」「平成倉敷中央病院史」「平成倉敷中央病院史」「平成倉敷中央病院史」「平成倉敷中央病院史」「平成倉敷中央病院史」「平成倉敷中央病院史」「平成倉敷中央病院史」「平成倉敷中央病院史」「平成倉敷中央病院史」「平成倉敷中央病院史」「平成倉敷中央病院史」
1989年に始まった「平成」は、天皇陛下の譲位により2019年4月30日で終わりを迎えます。倉敷
中央病院は地域の皆さまの健康を守ることを志向し、「患者本位の医療」「全人医療」「高度先進医療」
を実践しながら、大きな変化を遂げました。今号では、当院の平成時代の出来事を振り返ります。
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Close-up

2001
平成13年

2002
平成14年

2003
平成15年

2004
平成16年

2005
平成17年

2006
平成18年

2007
平成19年

2008
平成20年

2009
平成21年

2010
平成22年

■雅子さまご出産、敬宮愛子さま
と命名

■アメリカ同時多発テロ
■ゲームボーイアドバンス発売
■国内初の狂牛病
●小泉語録

世間のできごと 当院のできごと
■李登輝氏来院
■コールセンター開設
■患者・地域住民向け広報誌
「KNEWS」発刊

■日韓ワールドカップ開催
■北朝鮮拉致被害者が帰国
■タマちゃん
■カメラ付き携帯電話発売
●タマちゃん、W杯（中津江村）

■外来通院治療室の運用開始
■「看護婦」の呼称を「看護師」
へ変更

■外来棟増築工事竣工
■診療アシスタントの導入
■「患者のみなさまの権利」宣言作成

■地上デジタル放送開始
■新型肺炎 SARS流行
■個人情報保護関連法が成立
■サラリーマン本人の医療費と家
族の入院費の自己負担割合が 2
割から3割に

●毒まんじゅう、なんでだろ～、
マニフェスト

■川崎製鉄水島病院の当院への譲渡、
倉敷リバーサイド病院開設

■医療安全管理室の設置
■地域がん診療拠点病院の指定を受ける
■重症急性呼吸気症候群 SARS への対応着手
■世界最速、最高画質の16 列マルチスライスCTを導入
■患者向け医療情報コーナー「医療情報の庭」サービス開始

■アテネオリンピック開催
■ニンテンドーDS、PSP 発売
■国内79 年ぶりに鳥インフルエ
ンザが発生

●チョー気持ちいい

■臨床研修医制度スタート
■赤い屋根まごころ基金運用開始

李登輝氏来院

診療アシスタントの導入外来棟増築工事竣工

患者向け医療情報コーナー
「医療情報の庭」サービス開始

赤い屋根まごころ基金運用開始

世界最速、最高画質の
16 列マルチスライスCTを導入

川崎製鉄水島病院の当院への譲渡、
倉敷リバーサイド病院開設

■郵政民営化法成立
■個人情報保護法施行
■京都議定書が発効
■日本の人口が1899 年の統計開
始以来、初の自然減

●小泉劇場、想定内（外）

■心臓病センター・第 9 棟
の運用開始

■地域の小児科医の協力をい
ただいて、地域連携小児夜
間・休日診療を開始

■トリノ冬季オリンピック開催
■ハンカチ王子フィーバー
■任天堂Wii 発売
●イナバウワー、品格

■倉敷リバーサイド病院と当院
を結ぶシャトルバスの運行開始

■PET-CT、64列 CTを導入
■セカンドオピニオン外来の開設

■年金記録問題
■ビリーズブートキャンプが流行
●（宮崎を）どげんかせんといかん、
ハニカミ王子

■ナースキャップ廃止
■敷地内全面禁煙の開始

■北京オリンピック開催
■リーマンショック
■iphone 日本初上陸
■チボリ公園閉園
●グ～！、アラフォー

■新3棟地鎮祭
■地域医療支援病院の認定
■イオン倉敷クリニックを移譲
■「働きやすい病院評価」の認定

■新型インフルエンザが全世界で
流行、パンデミックを宣言

■衆院選で民主党が圧勝して政権が交代
●政権交代

■医療の質管理室の設置
■第1回新型インフルエンザ対策本部会議開催

■バンクーバー冬季オリンピック
開催

■改正臓器移植法施行
■iPad 発売
■日本年金機構の発足
●ゲゲゲの～

■中四国初となるハイブリッ
ド型手術室を導入

■経カテーテル生体弁による
大動脈弁置換術の治験開
始

■第４回日本ファシリティマネ
ジメント大賞最優秀賞を受賞

倉敷リバーサイド病院と当院を結ぶ
シャトルバスの運行開始

新3 棟地鎮祭

心臓病センター・第 9棟の運用開始

中四国初となるハイブリッド型手術室を導入
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Close-up

2011
平成23年

2012
平成24年

2013
平成25年

2014
平成26年

2015
平成27年

2016
平成28年

2017
平成29年

■東日本大震災発生
■サッカー女子W杯で日本代表
が初優勝

■ニンテンドー3DSが発売
●なでしこジャパン

世間のできごと 当院のできごと

■東日本大震災に対し、DMAT、
岡山県医療救護班を派遣

■心臓病センターに次世代マルチ
スライスCT導入

■京都大学の山中伸弥教授が
「iPS 細胞」の作成でノーベル生
理学・医学賞受賞

●ワイルドだろぉ

■新3棟稼働
■救急医療センターを新３棟に移動

■2020 年オリンピックが東京に
決定

■富士山が世界文化遺産へ
■「ふなっしー」が大流行
■NHK連続 TV小説「あまちゃん」
がブームに

●今でしょ！、お・も・て・な・し、
じぇじぇじぇ、倍返し

■「公益財団法人 大原記念倉敷中央医療機構」へ移行
■救命救急センターに指定される
■緩和ケア病棟、外来化学療法センター、アイセンターの運用開始

■わが街健康プロジェクト。スタート
■創立 90周年記念ギャラリー「時空回廊
IDEA」の開設

■手術支援ロボット・ダヴィンチ導入
■四肢専用MRI の運用開始
■電子版お薬
手帳を導入

■消費税が 8％に
■ソチ冬季オリンピックが開幕
■「笑っていいとも！」が放送終了
■あべのハルカスが完成し、日本
一高いビルに

●ダメよ～ダメダメ、集団的自衛
権

東日本大震災に対し、DMAT、岡山県医療救護班を派遣

「時空回廊 IDEA」

外来化学療法センター

複合ケア病棟が開設 熊本地震にDMAT派遣

オープンホスピタルを初開催

新光呉火獅紀念病院と
姉妹病院協定を締結

放射線治療機器「リニアック」

アイセンター

四肢専用 MRI の運用開始手術支援ロボット・ダヴィンチ導入

■ラグビーW杯で日本が南アフ
リカに歴史的勝利

■マイナンバー制度がスタート
■北陸新幹線が開業
■ノーベル生理学・医学賞を北里
大特別栄誉教授の大村智氏が受
賞

●爆買い、トリプルスリー

■総社市・吉備医師会・倉敷平成病院
と当院で「地域医療連携協定」を締結

■山陽新聞社会事業団の松岡良明賞の
受賞（がん撲滅の功績で団体として
初の受賞）

■オンコロジーセンターの設立
■患者向けマイカルテシステムのサービス開始
■医療メディエーターの配置

■平成 28 年熊本地震
■ポケモンGOが世界中で大ヒット
■「君の名は。」が大ヒット
■東京工業大学の大隅良典栄誉
教授がノーベル生理学・医学賞
を受賞

●神ってる

■JCI 本審査受審、中四国地方
で初の認定を取得

■複合ケア病棟が開設
■熊本地震にDMAT派遣
■医療被ばく低減施設認定に合格
■平成 28 年度「倉敷市建築文化
賞」受賞

■オープンホスピタルを初開催
■台湾台北市の新光呉火獅紀念病院と姉妹病
院協定を締結

■放射線治療機器「リニアック」3台目が稼働
■祝日稼働の運用開始
■臨床検査技術部が ISO15189を取得
■倉敷市から男女共同参画推進事業所に認定
■平成 29 年度創設の日本医療福祉協会 協会
賞を初受賞

■病院ボランティア「グリーンはぁと」活動 20
周年

■Nintendo Switch が発売
■桐生祥秀が 100m で日本人初
の 9秒台「9秒 98」を記録

■稀勢の里が日本出身横綱として
は1998 年以来の横綱昇進

■「レゴランド」がオープン
●インスタ映え、忖度

総社市・吉備医師会・倉敷平成病院と当院で
「地域医療連携協定」を締結

山陽新聞社会事業団の
松岡良明賞の受賞

JCI 本審査受審、中四国地方で初の認定を取得
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01TOPICS

わがプロの活動テーマ
① 医療機関と上手に付き合う
② 病気の予防と健康維持
③ 倉敷をもっと好きになる

トピックス 01Close-up

倉敷市内を中心とした医療機関24施設で共催し
ている「わが街健康プロジェクト。」（わがプロ）の
第21回講演会が2018年11月27日、倉敷市民会館
で開かれ、168人の市民が参加しました。今回で最
高位のプラチナサポーターが新たにお二人誕生し、
記念の盾を贈呈しました。

児島中央病院の歯科・歯科口腔外科 田畑光康先
生は、高齢者の歯科診療を紹介。口腔内の汚れを取
るだけでは細菌数減少には不十分で、ケアのステッ
プ（「加湿」「清掃」「拭き取り」「保水」）が重要と
呼び掛けられました。つばさクリニックの管理栄養
士・梅木麻由美先生は、「高齢になると適切なエネ
ルギー（高たんぱく質、必要なビタミン類）摂取が
必要。人生の最期に『何を』『誰と』食べたいか、
食のACPもぜひ考えてください」と締めくくられ
ました。

第22回講演会は通常の倉敷市民会館ではなく、
イオン倉敷で２月１日（金）に行います。
骨密度測定や脳トレなどができる「健やかブー
ス」、岡山県立大学と川崎医療福祉大学のデザイ
ン系学科の学生が「医療機関と上手に付き合う」
をテーマに作成するポスターの展示も同時開催し
ます。詳細は公式ホームページで確認できますの
で、こちらのQRコードから進んでください。当
院や共催医療機関、公民館などに配置しているチ
ラシでも申し込みができます。問い
合わせはわがプロ事務局（倉敷中央
病院地域医療連携室：℡086-422-
5218）までご連絡ください。

わが街健康プロジェクト。
ー延べ参加者が4,000人を突破

院内ネットワークのシステムダウン ノバリス認定

予防医療プラザイメージ

平成 30 年 7月豪雨2018
平成30年

■院内ネットワークのシステム
ダウンにより、外来・救急診
療を中止に

■平成 30 年 7月豪雨
■世界水準の高精度放射線治
療を行う施設として、「ノバ
リス認定」を受ける

■スマホお薬手帳アプリの導入
■OTC薬店が開設

■2019 年 6 月に予防医療
プラザがオープン

■平昌五輪で日本は冬季五輪過
去最高のメダル13個を獲得

■大谷翔平がメジャーリーグで二
刀流の活躍

■安室奈美恵が引退
■京都大学高等研究院の本庶佑
特別教授がノーベル生理学・医
学賞を受賞

●そだねー

2019
平成31年

世間のできごと

世間のよてい

当院のできごと

当院のよてい

●病床数
●入院延患者数
●外来延患者数
●手術件数
●平均在院日数

平成元年度
1,270 床

385,166人
597,960人
6,889 件
29.6日

平成 29 年度
1,166床

386,925人
689,423人
12,936 件

11.9 日

▼
▼

▼
▼

▼

　当院では創立当時から、優しく永遠
の生命力を貯えた蔦を建物に這わせ、
安らぎのシンボルとしていました。 蔦の

中心から天に向かって立ち上がっている三本の柱は、
当院の基本理念である「患者本位の医療」「全人医療」
及び「高度先進医療」を示しています。 テーマカラー
の蔦の緑は安全と清潔そして安らぎを意味し、柱の金
は生命の尊厳を象徴しています。

数字で見る倉敷中央病院の平成 院章について

4月1日に
新元号公表！

健診や人間ドックを行う総合保健管理センターを、当院中央玄関向かいに新築移
転します。検査機能を充実させるほか、1階にはイベントスペースを設け、薬剤師・
栄養士・保健師・健康運動指導士・リハビリの各スタッフらが相談に対応するブー
スなども設置し、ドック以外にも気軽にご利用いただける施設を目指しています。

わがプロカウンター
参加延べ人数 4,125人
　　ブロンズサポーター

（講演会３回参加） 301人

　　ゴールドサポーター
　（講演会６回+ミーティング２回参加） 118人

　　プラチナサポーター
（講演会６回＋ミーティング４回参加、わが友ポイント30ポイント獲得） 4人
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02HEALTHY　LIVING ヘルシーリビング 02

てんかんのはなし

森　　仁　
脳神経内科

医長

日本内科学会総合内科専門医、指導医
日本神経学会専門医、指導医
日本頭痛学会専門医、指導医
日本てんかん学会専門医

日本宇宙航空環境医学会宇宙航空医学認定医
日本臨床神経生理学会脳波分野専門医
日本臨床神経生理学会筋電図・神経伝導分野専門医
Movement Disorder Society associate member

 ▌てんかんはどのような症状ですか？
実は、これが一番難しいことですが、最も大事な

ことです。脳の異常な活動によって起こる一過性の
症状が、てんかんの症状（発作）です。同一の症状
が繰り返されます。

など多彩です。お気づきでしょうか、そう、「けい
れん・ひきつけ」がてんかんの代表的な症状とは限
らないことです。さらには、「けいれん」の原因が
てんかんでないこともしばしばあります。例えば、
大人の側頭葉てんかんの場合は、認知症と考えられ

てしまい、てんかんと気づかれないことがしばしば
あります。

 ▌てんかんの原因は何ですか？
原因は多彩です。脳の構造異常を生じるあらゆる

疾患が原因となります。

 ▌かかりやすいのは男女どちらですか、発
症しやすい年齢は？
男女同程度です。てんかんは、100人に1人の患

者がいらっしゃる、「ありふれた」病気です。子供
と高齢者が多く、80歳以上に至っては小児より発
病率が高いことも特徴です。決して子供だけの病気
ではありません。成人から発症するてんかんも普通
です。

 ▌てんかんは治る病気ですか？
治る場合と治らない場合があります。治らない場

合でも、内服薬によって事実上の発作ゼロを実現で
きる場合もあります。ずっとつきあっていかないと
いけない病気です。

意識がなくなる・記憶にぽっかりと穴があく・性格
が変化する・口をもぐもぐと動かす・一点を見つめ
る・目を見開く（閉眼することはまれ）・白眼をむ
く・頭をひねって回転する・見えないはずのものが
見える・聞こえないはずの音が聞こえる・胃のあた
りがこみあげるような感じがする・懐かしいような
感覚、景色が頭の中に入ってくる・手足が勝手に動
く・手足が動かなくなる・言葉を理解できなくな
る・言葉が出なくなる・頭痛がする・口の中を怪我
する・筋肉痛を感じる・一過性の物忘れ

 ▌てんかんはどのように診断しますか？

診断の手順を図１に示します。診察・問診がすべ
てです。てんかん発作にかかわる情報を徹底的に集
めます。本人が気づいていないこと、家族が気づい
ていないことがしばしばあるので、国際抗てんかん
連盟（ILAE）の基準に基づき、系統立てて医師か
ら質問します。てんかんかもしれないと思い、的確
な質問ができるかが、専門医の腕の見せ所です。そ
の次に脳波検査（図２）を行いてんかんに特徴的な
結果が出ているかを確認します。発作の動画記録が

あるとなおよいです。ぜひ、家族が発作を動画記録
してください（スマホで十分）。診断はここまでで
確定します。頭部MRIなどの検査は、原因究明や治
療方針決定のために行います。頭部MRI検査ではて
んかんの診断ができません。脳波検査は奥が深く、

「その目で見ないと」異常があっても異常を見抜け
ません。

 ▌倉敷中央病院ではどのような治療を行いますか？

表１のようにどのタイプのてんかんに属するかを
決めます。次にそれぞれのタイプで一番効果がある
とされる、発作を抑える内服のお薬を処方します。
患者さんにとって最適な薬を見つけるまで根気よく
本人・家族と相談して決定します。どの薬を使うか
は、医師によって意見が異なることがよくあります。
正解は１つではありません。てんかん外科による焦
点切除術、迷走神経刺激装置の挿入などが必要とな
れば、てんかん外科を施行することができる施設へ
紹介しています。てんかんを専門にする2名の医師
から最大限、専門的な医療を提供していきます。

 ▌てんかんはどの診療科を受診すればいいですか？
病院によっててんかんを診療する科は違います。

ありふれた疾患なのに、てんかん専門医が少なすぎ
ることも診療科が決まらない一因です。一般的には
脳神経外科、脳神経内科、精神科の一部の先生が成
人てんかんの診療をしています。小児のてんかんは、
小児科が診ています。15歳以上のてんかん患者は、
当院では脳神経内科が中心に診ています（中学生の
患者は原則小児科です）。脳卒中との関連が深いて
んかんは脳神経外科、精神症状との関連が深いてん
かんは精神科が中心に診る場合があります。当院脳
神経内科では、てんかんを専門にする医師（藤井、森）
を軸に脳波診断を行っています。患者さんと医師と
の二人三脚による診断・治療が重要であり、患者さ
んの考えに合う医師を見つけていただきたい。

図１．てんかんの診断手順

1. 発作に関する情報

2. 脳 波

3. 頭部MRI
てんかん用
の撮り方（ ）

3. 脳 SPECT
　 脳 PET
（脳磁図）

3. 採 血
　 心電図

2. 発作の動画

脳波室入り口 移動式脳波計 ビデオ脳波同時記録室

線を頭皮に付け、
部屋を暗くして
寝て行います。

救急センターに
出動する測定器です。

ここから
入ります

図２．脳波記録場所

特発性局在関連性（部分）てんかん 特発性全般てんかん
症候性局在関連性（部分）てんかん 症候性全般てんかん

表１．昔ながらのてんかん分類法

点切除術、迷走神経刺激装置の挿入などが必要とな
れば、てんかん外科を施行することができる施設へ
紹介しています。てんかんを専門にする2名の医師
から最大限、専門的な医療を提供していきます。

正解は１つではありません。てんかん外科による焦正解は１つではありません。てんかん外科による焦正解は１つではありません。てんかん外科による焦
点切除術、迷走神経刺激装置の挿入などが必要とな点切除術、迷走神経刺激装置の挿入などが必要とな
れば、てんかん外科を施行することができる施設へ

てんかんはどの診療科を受診すればいいですか？
病院によっててんかんを診療する科は違います。

ありふれた疾患なのに、てんかん専門医が少なすぎ
ることも診療科が決まらない一因です。一般的には

小児科が診ています。15歳以上のてんかん患者は、
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　創立者の大原孫三郎は、
病院の設計理念のひとつ
に「病院くさくない明るい
病院」を掲げました。
　倉敷中央病院には、いく
つものアメニティスペース
が設けられています。噴水
の水音が聞こえ、明るい日

差しが降りそそぐ温室。風を感じられるセントラル
パーラー、そこで開催されるコンサート。心を和ま
せてくれるくつろぎの空間に、多くの方が自然と集
まってきます。患者さんへの優しい環境づくりは、
当院にとって、大切な医療の一環です。

　創立者の大原孫三郎は、
病院の設計理念のひとつ
に「病院くさくない明るい

当院には温室や多数の絵画など、

患者さんに心安らぐひとときを過ごしていただけるようにと、

さまざまな施設・装飾が施されています。

このコーナーでは数々の憩いのスポットをご紹介します。

03HEALING　FACILITIES 院内散歩 03

エレベーターの電話ボックス

外来増築棟１階のエレベーター横にある、緑の
ボックスをご存じですか？網目状の明るい緑の空間
の中に、鮮やかな黄色のテーブルと椅子。楽しい彩
りに、カナリアの入った巨大鳥かご出現(!?)かと、
見まがうばかりです。 

実は、これは電話ボックスです。緑のボックスは、
本院開設時に、倉敷市で初めて設置されたエレベー
ターです。

本院では創設当初より、患者さんがお家にいらっ
しゃるのと同様の居心地のよい環境を整えると同時
に、療養に必要な最新・最高の施設・設備を導入し
てきました。創設当時の当院はほとんど平屋でした

が、数少なかった２階建ての建物にも、２か所にエ
レベーターを設置し、患者さんの負担を少なくする
ように配慮していました。

外来の増改築に際して、患者さん本位の病院を象
徴するエレベー
ターをぜひ残し
たいと、電話ボッ
クスにしました。

創立当初のエレベーター
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ー kurachu  kitchen ー

今 月 の レ シ ピ

玉ねぎ
ピーマン
人参
ご飯
サラダ油
薄口醤油

30ｇ
10ｇ
5ｇ

200ｇ
5cc

2.8cc

玉ねぎ・ピーマン・人参をみじん切りにした後茹で、ザ
ルにあける。
固めに炊いたご飯に1とAを混ぜ合わせる。
鍋にサラダ油を入れて2を炒め、最後に薄口醤油を鍋肌
からまわし入れる。

　你好(こんにちは)。好評を頂いている栄養治療部
の連載ですが、中華料理は２回目です。
　今回は、当院の腎臓病食メニューの中からチャー
ハンとマリネのご紹介です。
　腎臓病の食事療法の基本は、たんぱく質と塩分を
制限し、エネルギーを十分に確保することです。
チャーハンは、バターと油でカロリーを上げながら
醤油を上手に利用し、思わず顔がほころぶようなお
いしさです。マリネは、魚を揚げてカロリーを上
げ、酢を多めに使用することで、塩分が少な目でも
物足りなさを感じないようにしています。
　どちらも飽きのこない味なので、レパートリーに
加えてみてはいかがでしょうか。では、再见（また
次回）。

材料(1人分)

作り方

1
【チャーハン】

【チャーハン】

2
3

魚を揚げる。
玉ねぎはくし形に薄くスライス、パセリはみじん切りに
した後茹で、ザルにあける。
マリネ液Bを合わせて1と2を漬けた後冷やし、盛り付ける。

1
【マリネ】

2

3

チキンコンソメ
塩
無塩バター

1ｇ
0.1ｇ
2ｇ

A

魚（鮭など）
玉ねぎ
パセリ

70ｇ
20ｇ
0.2ｇ

【マリネ】

酢
塩
濃口醤油
砂糖
サラダ油

7cc
0.2ｇ
1.5cc
2ｇ
4cc

B
栄養士より

チャーハンとマリネ
普通食 治療食

腎臓病食
【チャーハン】
栄養価(1人分)

エネルギー：420kcal
たんぱく質：6ｇ
脂　　質：8ｇ
塩　　分：1ｇ

【マリネ】
栄養価(1人分)

エネルギー：230kcal
たんぱく質：16ｇ
脂　　質：13ｇ
塩　　分：0.4ｇ

ＱＱ車は、皆さまに倉敷中央病院のできごとを
運ぶ（お伝えする）コーナーです。QQ車QQ車

05HOSPITAL　REPORT QQ車 0504HOSPITAL　KITCHEN くらちゅうキッチン 04

中学生や高校生の職場体験を受け入れて
います

2018年は、倉
敷市内６校と岡
山市内２校の計
８中学校、高等
学校は計２校が
体験しました。

11月には倉敷
市立西中学校の
２年生計４人が来院。看護部・薬剤部・臨床検査技
術部を体験し、「看護師は患者さんの気持ちを第一
に考えていることが分かった」「一つの検査から多
くのことを調べているのが印象に残りました」など
と振り返っていました。

倉敷工高の生徒が車いす整備のボラン
ティアで来院

岡山県立倉敷
工業高等学校の
機械科の生徒８
人が2018年11
月、患者さんが
安全に車いすを
利 用 で き る よ
う、ブレーキが
しっかり効くかやタイヤの空気の入り具合などを確
認しながら整備しました。当日の班長を務めた３年
生の千神澪士さんは「多くの患者さんが来院する病
院で、少しでも貢献できた経験は、私たちの人生に
プラスになります」と話されました。

八神純子さんが６年連続で来院、歌の力を患者さんやご家族に
「みずいろの雨」「パープルタウン」などのヒット曲

で知られる八神純子さんが、2018年12月11日に来院
されました。

会場の大原記念ホールは200人を超す患者さんらで
満員御礼。八神さんは「ポーラースター」や「明日の風」
など11曲を熱唱され、ホールに響き渡る伸びやかな歌
声に涙される方もいらっしゃいました。八神さんは「今
年は私の父親が入院したこともあり、特別な思いがあ
りました。患者の皆さんのお気持ちに寄り添って歌う
ことができました」と述べられました。
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平成倉敷中央病院史

2019.1

倉敷中央病院の役割は？
　当院は地域の診療所や病院から紹介のあった緊急・重症な患者
さん、救急搬送された患者さんを中心に、入院や手術など高度で
専門的な医療を24時間体制で提供する急性期病院です。症状が安
定されましたら、お近くの医院をご紹介させていただきます。紹
介元の先生よりご依頼があれば、いつでもフォローいたします。

　かかりつけ医を持つことは患者さんにとって大きな利点があり
ます。かかりつけ医は当院の医師と違う視点で病気を管理するこ
とができ、十分な時間を取っての相談も可能です。入院や手術な
ど高度で専門的な医療が必要と判断された場合、紹介状を作成さ
れますので当院を受診してください。当院での検査や治療が終了
しましたら、当院主治医からかかりつけ医に治療結果を報告しま
すので、かかりつけ医で継続した治療を受けていただきます。

かかりつけ医を持ちましょう

倉敷中央病院 かかりつけ医

地域医療機関・
救急を支える病院

専門的な検査や治
療が必要なときは
倉敷中央病院へ

病状が安定したら
かかりつけ医へ

倉敷
警察署

倉敷郵便局
総合保健管理センター

至新倉
敷

倉敷中央
ケアセンター

JR山
陽本
線

倉敷駅

国道4
29号

至岡
山

倉
敷
中
央
通
り

倉敷中央病院

〒710-8602　岡山県倉敷市美和1丁目1番1号
TEL.（086）422-0210㈹　FAX.（086）421-3424
https://www.kchnet.or.jp
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職場体験受け入れ
倉敷工業高校のボランティア
八神純子さん来院
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01  トピックス

わが街健康プロジェクト。
第21回講演会


